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　1946年に個人商店として産声を上げた「来ハトメ工業株式会社」。創業当時、ハトメやホックの仕入販売が主だった同社で
すが、今はアルミ電解コンデンサ用アルミケースを主力商品とした金属加工業として元気に操業を続けています。そんな同社も、
環境活動に関しては後発、世界的に環境活動の重要性がクローズアップされ始めた1990年代初頭はおろか、地球温暖化等への
取り組みが積極的に始まった2000年代にあっても、本格的な環境に対する取り組みがなされなかったといいます。
　2010年9月のエコアクション21認証取得を機に変わったという同社。全社員の工夫と努力で環境活動は急速に発展、環境コ
ミュニケーション大賞の受賞をはじめ、名誉ある評価に与る機会にも恵まれました。それでも同社の環境管理責任者は「環境活動
後発組であることに変わりはなく、環境活動の先輩諸氏より学ぶものがまだまだ多い」と話し、学ぶ気持ちを忘れていません。他
社の好例を貪欲に吸収しながら、さらなる環境活動に取り組む同社に、エコアクション21導入のいきさつや成果など、貴重なお
話をお聞きしました。

とても身近で、コストメリットもあるのが決め手になりました
　商売柄、品質マネジメントシステムであるISO9001/2000の認証は取得していました。その流れから、環境
マネジメントシステムでも、同列のISO14001を検討したことは確かです。ただISO14001は、書類ありきで実
効性に疑問が残る。その点エコアクション21は、取り組みやすい環境経営のしくみを持っている。私どもにはエ
コアクション21の方が向いているのではないかと思いました。更新時の費用負担などコストメリットもあります
し、「全員参加の取り組みが進む」という側面も、当社には合っていると感じました。

異業種の方との交流につながった！
　開催されるセミナーや懇親会はとてもアットホームな感じです。そこに参加するうちに、異業種の方とも和が広がり、環境
活動など、違った目線でいろいろ勉強させてもらっています。また、環境レポート大賞を受賞したおかげで、わざわざ尋ねて
くださった方もいらっしゃいます。その方からはエコ石鹸をご紹介いただき、グリーン購入につながりました。

　こうしたしくみを作れたのも、エコアクション21という有効な“ツール”があったからだと思います。1階工場にあった水銀灯をLED
照明に変更、大幅な電力消費量削減が実現できたのも、一人の電気担当者が「水銀灯をLEDに変えたらどうなる」を自分で調べて資料
化、会議の場で発表したことがきっかけでした。

とにかく始めは、何もかもボロボロでした
　特に法規的なことに関しては、本当に素人でしたから。認証審
査のときも、いろいろと手厳しい指摘をいただき、正直ムッとす
ることもありました。工場に目を向ければ、「どうせ会社のものだから」と水も電気
も使いたい放題、とにかく始めは、何もかもボロボロでした。ただ「それならよし、
やってやろう！」という気持ちになって、そこから猛勉強です。そして、社員ひとりひ
とりへの意識改革という指導。そのときの苦労があったおかげで、環境コミュニ
ケーション大賞受賞などの名誉につながったのだと考えています。

社員自らが考え決めて自分で実践する、そんな社風ができあがりました
　エコアクション21のいいところは、全員参加型であること。だから、やる人だけがやるのでは意味がない。当
社でも、全員参加が基本です。環境報告レポートの中に、「EA21担当」や「私はこうして環境活動を楽しんでい
ます」を全従業員分を記載しているのも、いい意味で刺激になっているようです。社員ひとりひとりがエコアク

ション21の担当者＝当事者となることで、ひとりひとりが頑張る、みんなが頑張るという当社独自
の姿勢が生まれたのだと思います。

　担当者が考案・作成したマグネット式の「週ごとの水道使用量メーター」。従来の表に手書きか
ら一新、解りやすく、見た目も美しい「週ごとの水道使用量メーター」には、担当者の創意工夫と
水使用量削減への情熱が注ぎ込まれています。

従業員全員が「楽しめる」環境活動
EA21が培うみんなで頑張る意識
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来ハトメ工業株式会社 （取締役会長  来　満）

埼玉県八潮市大瀬203-1

創　　業 ： 1946年3月6日
資 本 金 ： 3,000万円
事業内容 ： 金属材料を使用する容器、ケース、ガイドの製造

EA21認証・登録番号：0005644
（最新の環境活動レポートは　　http://www.ea21.jp/list/pdfn/0005644.pdfをご覧ください）

環境負荷削減へのユニークな取り組み

環境活動
こぼれ話

やって良かった
エコアクション21をエコアクション21を

その分野では社長と同じ権限をもって、
本気で課題解決に当たってもらう

目標となる数字の取り方を教えて、数字の増減を見えるようにしたら、
「どうすれば数字が減るか？」と自分で考えてもらう

担当者や管理責任者が自ら学び調べて資料化
それを発表する場、採用、実践する機会が用意されている

シンプルで誰もがわかりやすく、「社員ひとりひとりが自主的に環境活動できる」ことを心がけています。

こうした効果が次世代へ、そして会社存続へとつながっていくことを期待しています。
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省エネを心がける節約
マインドが身についてきた

自分で勉強する気持ち、
自主的に動く姿勢が生まれた

環境活動レポートを参考に、
他に学ぶことができる

社員が、そして自分自身が
変わるきっかけをくれた

どうせ会社のもの「使いたい放題」の
意識が変わった

日々の環境活動への啓発、
啓蒙につながった

課題に接している人、課題の一番近くにいる人
を担当者や管理責任者に任命
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